
 

 

 
 

令 和 ５ 年 ９ 月 1 5 日 

関東エコロジカル･ネットワーク推進協議会  

（事務局）国土交通省 関東地方整備局 河川部 

 

「関東エコロジカル･ネットワーク１０周年シンポジウム」を開催！ 

～環境と治水の好循環（こうじゅんかん） １０年のあゆみとこれから～ 

 

 「関東エコロジカル･ネットワーク推進協議会」では、2013 年から 10 年間にわたり、コ

ウノトリをシンボルとして、河川･水田等の生物多様性の価値やグリーンインフラとしての防

災･減災の機能に注目し、水辺環境の保全･整備や地域振興等を通じた魅力的な地域づくり

を、関東広域･多様な主体の連携のもとで進めてきました。 

本シンポジウムは、10 年間の取組や成果を振り返るとともに、2030 年の中期目標実現に

向けた展望を語り合い、思いを共有する場として開催します。 

１.日にち：令和５年１１月２３日（木） 

２.内容：･サブイベント 晩秋の里山で“コウノトリの巣づくり”体験！ 

     日時：１０：００～１１：３０ 会場：野田市こうのとりの里  

申込方法：申込みフォーム、Ｅメール、ＦＡＸより申込みいただき、抽選により決定 

     ･サブイベント 「おしえて！コウノトリ」ポスター＆グッズ展の開催  

     日時：１２：３０～１３：２０、１６：２０～１６：５０ 会場：野田市役所８階   

     ･シンポジウム 

日時：１３：３０～１６：１０ 会場：野田市役所８階大会議室  

申込方法：申込みフォーム、Ｅメール、ＦＡＸより申込み 

内容：･基調講演「関東エコ･ネット１０年の成果とこれから」 

         ･聞いてみよう、関東エコ･ネットのこと 

         ･パネルディスカッション  

「河川を基軸とした生態系ネットワークによる魅力ある地域づくり」 

＜発表記者クラブ＞都庁記者クラブ 神奈川県政記者クラブ 埼玉県政記者クラブ 千葉県政記者会 

茨城県政記者クラブ 栃木県政記者クラブ 刀水クラブ･テレビ記者会 竹芝記者クラブ 神奈川建設記

者会 山梨県政記者クラブ 長野県庁会見場 長野市政記者クラブ 長野市政記者会 

＜問い合わせ先＞ 関東エコロジカル･ネットワーク推進協議会（事務局）関東地方整備局 河川部 

電話：０４８－６０１－３１５１（代表） FAX：０４８－６００－１３７９ 

河川環境課 課長   斎藤 充則 （さいとう みつのり） 

河川環境課 課長補佐 池上 清子 （いけがみ きよこ） 

 



関東エコロジカル・ネットワーク（略称「関東エコ･ネット」）について

水辺環境の保全・再生の推進と併せて、コウノトリ・トキの舞う魅力的な地域づくりを目指します
⚫ 河川を基軸とした生態系ネットワークを形成するために、「自然再生」、「防災減災」、「地域振興」を一体的に進めることとし、関東地
域では、生態系の広域的なつながりを示す第一歩として「コウノトリ」を指標種にして取り組んでいます。

⚫ 平成25年度に関係自治体、市民団体、学識経験者、環境省、農林水産省等と連携した「関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会」を設
立し、さらに関東地域の渡良瀬遊水地流域・利根運河周辺流域・荒川流域を拠点とするエリア協議会を設立して生息環境整備と地域間交流
を含めた環境学習に取り組んでいます。

⚫ 自治体を中心とした取組は、千葉県野田市が令和４年までに１５羽のコウノトリを放鳥し、埼玉県鴻巣市が令和３年から放鳥を視野に入れ
た飼育を開始、栃木県小山市では生息環境づくりやエコツーリズム等を進めています。

４年連続コウノトリの
野生繁殖成功

（提供：わたらせ未来基金）

掘削による湿地再生

水域連続性確保による
生態系ネットワークの強化

令和元年台風第１９号による洪水に対して
過去最大となる合計約1.6億㎥の洪水を貯留

自然再生

地域振興

防災減災

掘削事業浅い池・深い池として
湿地拡大

渡良瀬遊水地第２調節池 利根運河の城の越排水樋管

食・農・環境教育として実施している
「いすみ教育ファーム」での田植え体験

渡良瀬遊水地第２調節池

いすみ市
小山市

渡良瀬遊水地ガイドの様子 各エリアの環境保全に
留意したブランド米

鴻巣市

市内小学生を対象にした
ゲストティーチャー授業

※川からはじまる川から広がる魅力ある地域づくりより一部抜粋

地域連携による外来種駆除

利根運河協議会

渡良瀬遊水地第２調節池
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指標・シンボル種は

コウノトリとトキ

コウノトリ・トキは、
水辺や湿地の生態系ピラミッドの
頂点に立つ生物多様性保全のシン
ボルになります。

平成２０年度 ●国土形成計画・全国計画の閣議決定 「エコロジカル・ネットワークの形成」

平成２１年度 ●首都圏広域地方計画の策定 「南関東水と緑のネットワーク形成プロジェクト」

●3つのエリアでWG開催

「関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会」の設立

約３０市町村の自治体で構成する「コウノトリ・
トキの舞う関東自治体フォーラム」の設立

関東地域におけるコウノトリ・トキを指標とした生態系ネットワーク形成
「基本構想」策定

○渡良瀬遊水地エリア
○荒川流域エリア
○利根運河周辺エリア

「関東エコロジカル・ネットワーク形成に関する検討委員会」の設立

関東地域におけるコウノトリ・トキを指標とした生態系ネットワーク形成
「基本計画」策定

H2２年7月

平成２２年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

多様な主体の連携によるエコロジカル・ネットワーク推進多様な主体の連携によるエコロジカル・ネットワーク推進

多様な主体が協働・連携し、コウノトリ・トキを指標とした水辺環境の保全・再生
の推進と併せて、にぎわいのある地域振興・経済活性化に取り組みます。

コウノトリ・トキを指標とした水辺環境の保全・再生コウノトリ・トキを指標とした水辺環境の保全・再生

コウノトリ・トキの生息基盤
を支えるには水田、用水路、
河川と広域にわたる豊かな環
境の保全・再生が必要となり
ます。

国の機関
（国土交通省、環境省、農林水産省）

自治体（県・市町村）

学識経験者

市民団体

教育機関

民間企業

専門機関（動物園等）

福祉関係者

●たね地づくり
【コウノトリの保護と野生復帰の取組】

飼育・放鳥拠点の整備の推進、野外個体のモニタリング体制検討など

●定着地づくり
【コウノトリの生息環境の保全・再生の取組】

河川におけるワンド・湿地環境等の創出、水域の連続性の確保
環境に優しい農法の推進、水田の冬期湛水による餌場確保など

●人・地域づくり
【コウノトリを通じた地域振興・地域活性化の取組】

体験活動の推進、環境教育や食育の推進、市民活動の促進
環境に優しい農法による地場産業等の推進など

たね地づくり

コウノトリの保護と
野生復帰

定着地づくり

コウノトリの生息環境
の保全・再生 人・地域づくり

コウノトリを通じた地域振
興・地域活性化

３つのテーマで取組を推進３つのテーマで取組を推進

令和３年度 関東地域におけるコウノトリ・トキを指標とした生態系ネットワーク形成
「基本計画」改定

参考資料


